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①学び～とを利用した全体の流れについて
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学び～との管理は、
基本的に４つのステップで行います。

①『ユーザー管理』にてユーザーの登録（管理者／受講者）
（階層構造を持ったグループや、単一ラベルの属性など登録可能です）

②『教材作成』にて、教材の作成
（教科＞科目＞教材
また、作成完了後は、右下『≣』ボタンから『公開』を押してください）

③『割り当て』にて、教材の配信
※ここまで行い、受講者は受講が可能になります

③『レポート』にて、受講履歴の確認

詳しい説明は、マニュアルや、『クイックガイド』にもございます。
学び～と｜マニュアル – 学び～との操作方法や、
教材作成の流れを学べます。 (manabeat.com)

①

②

③

④

学び～とを管理する時の基本

https://help.manabeat.com/
https://help.manabeat.com/
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◼ 親サイト・子サイトにはそれぞれ、

管理者が使う管理者サイトと、受講者が使う受講者サイトがございます。

親サイトは、子サイトの管理も可能です。

親子サイトの考え方
5

親サイト

管理者
サイト

受講者
サイト

管理者
サイト

受講者
サイト

子サイトA

管理者
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受講者
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子サイトB
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サイト

子サイトC

管理
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◼ 親サイトで行う作業
① 『教材作成』から教科・科目・教材の作成と取り込み
②科目を子サイトへ共有
※上記の他、初めは教材作成者など、親サイトのユーザー登録も行ってください

◼ 子サイトで行う作業
① 『ユーザー管理』からユーザー登録（お客様の管理者や受講者）

② 『割り当て』から科目の配信（どの科目を、誰に配信するか）

③ 『レポート』から受講履歴の確認

※親サイトの受講側で受講を行う際は、

親サイトでもユーザー管理・割り当てなどを行う必要がございます。

6

学び～と親サイト・子サイト のそれぞれの操作（一例）
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②親サイト作業マニュアル
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表示される

1

2
3

4

5

① 『教材作成』から教材を作成する / 教科の作成
はじめに 「教科」 を作成します

① メニューの「教材管理」から「教材の管理」を選択し、

教科一覧を表示

② 「教科新規作成」をクリック

③ 教科作成画面で教科名を入力

④ 「画像」からサムネイルに使用したいファイルを選択

※サムネイルを設定しなくても問題ありませんが、

その場合は「リスト表示」（⇒P.25）がおすすめです

⑤ 「登録する」をクリックすると、教科一覧に表示

5´

親サイト作業 教材作成
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1

① 『教材作成』から教材を作成する / 科目の作成
つぎに 「科目」 を作成します

表示される

① 教科一覧に表示された教科をクリックして、科目一覧を表示

② 「科目新規作成」をクリック

③ 科目作成画面で科目名を入力

④ 「画像」からサムネイルに使用したいファイルを選択

⑤ 「登録する」をクリック

※登録まで終わると、科目一覧に表示されます

2

3

4

5

5´

親サイト作業 教材作成
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① 『教材作成』から教材を作成する / 教材ページの種類について
教材は、以下の3種類のページを組み合わせながら作成することが可能です（教材：最大100ページ）

クリックで

作成できます

・スライド（解説）ページ ⇒ 説明文や解説文を表示します

・問題ページ ⇒ Q&A型の問題を表示します

・アンケートページ ⇒ 3種類のアンケートを表示します

・教材編集画面の「＋ページを追加」をクリックすると、「ページを追加」

が表示され、それぞれの編集画面に移動できます

※3種類のページのうち、必要なページだけを作成できます

※教材の編集中の内容は、リアルタイムで保存されます

親サイト作業 教材作成
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1

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（スライドの作成）

「教材」 を作成しましょう。まずはスライド(解説)教材を作成します

ドラッグ＆ドロップ

次頁に続く

① 科目一覧に表示された科目をクリックして、教材一覧を表示
② 「教材新規作成」をクリックした後、必要事項を入力

※次ページに詳細説明があります

③ 使用したいファイル（動画、画像、音声データ）をフォルダなどから
ドラッグ&ドロップ

④ 入力が完了したらステータス「編集中」を「完了」に変更
⑤ 「更新」をクリック

2
3

4

5

親サイト作業 教材作成
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2

教材の再生イメージを確認できます

教材の基本情報を指定できます

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（スライドの作成）

スライドページ 入力方法の説明です。

① 教材のタイトルを入力し、スライドのタイトルを入力

②必要があれば、スライド画面に表示するテキストを入力

1

親サイト作業 教材作成
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4

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（問題の作成）

問題ページ 入力方法の説明です。

次頁に続く

① 「＋ページを追加」をクリック

② ページを追加画面の「問題」をクリック

③ 必要事項を入力

※③は、次ページに詳細説明があります

④使用したいファイル（動画、画像）をフォルダなどからドラッグ&ドロップ

⑤ 入力が完了したらステータス「編集中」を「完了」に変更

⑥ 「更新」をクリック

6

3
ドラック＆ドロップ

1

2

5

親サイト作業 教材作成
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次頁へ進む条件を

クリックで選択できます

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（問題の作成）

問題ページ 必要事項入力方法の説明です。

① 問題のタイトルと問題文のテキストを入力

② 選択肢「正解」「不正解」をクリックで設定してから

選択肢のテキストを入力

③ 解答の解説文を入力(問題解答後に表示)

※解答解説にはお持ちのフォルダなどから画像を選択して、

表示することもできます

2

ドラック＆ドロップ

1

3

親サイト作業 教材作成
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① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（アンケートの作成）

アンケートページ 必要事項入力方法の説明です。

次頁に続く

① 「＋ページを追加」をクリックした後に、

ページを追加画面の「アンケート」をクリック

② 必要事項を入力

※メディアを表示したい場合は、

お手持ちのフォルダなどからファイルをドラッグ＆ドロップします。

③ 入力が完了したらステータス「編集中」を「完了」に変更して、

「更新」をクリック

④ 「教材一覧へ戻る」をクリック

※次ページ以降で、入力についての詳細説明があります

3

ドラック＆ドロップ

1

2

4

親サイト作業 教材作成
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① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（アンケートの作成 ①「択一選択」 「複数選択」）

「択一選択」と「複数選択」のアンケート作成方法です

1

「択一選択」または

「複数選択」をクリック

次頁に続く

① 教材のタイトル、アンケートのタイトル、アンケートの本文を入力

② 「択一選択」または「複数選択」をクリック

③ 「＋選択肢を追加」をクリックすると、

選択肢の数を増やすことができます

④ 「選択肢」のテキストを入力

※オプションで回答必須かそうでないか、選択することができます

※メディアを表示したい場合は、

お手持ちのフォルダなどからファイルをドラッグ＆ドロップします。

2

3

4

親サイト作業 教材作成
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2

プレビュー画面

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の作成（アンケートの作成 ②「自由入力」）

「自由入力」のアンケート作成方法です

1

「自由入力」をクリック

プレビューをクリック

次頁に続く

※メディアを表示したい場合は、

お手持ちのフォルダなどからファイルをドラッグ＆ドロップします。

① 教材のタイトル、アンケートのタイトル、アンケートの本文を入力

② 「自由入力」をクリック

※オプションで回答必須かそうでないか、選択することができます

※「プレビュー」をクリックで、アンケートの再生イメージを確認できます

親サイト作業 教材作成
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2

① 『教材作成』から教材を作成する / 教材の公開
科目を「公開中」に設定することで、ユーザーが教材を受講できるようになります

選択

① メニューの「教材管理」から「教材の管理」を選択し、
教科一覧を表示

② 公開したい科目のある教科をクリック
③ 「科目一覧」画面で、

公開したい科目の「 メニューボタン」をクリック
④ 表示されるメニューから「公開する」を選択

※科目の表示が「公開中」に変更されます。
※「公開中」の設定は、教材の「割り当て」作成と同様に、
「科目」単位で行います

1

3

4

親サイト作業 教材公開



Copyright  ©SATT, Inc.

https://satt. jp

19

ダブルクリック

① 『教材作成』から教材を作成する / 科目の作成（SCORMインポートについて）
SCORM教材を使用したいときのインポート方法について説明します

① 教科一覧に表示された教科をクリックして、科目一覧を表示
② 「SCORMインポート」をクリック
③ 科目作成画面で、「ファイルを選択」 をクリック
④ インポートしたいSCORMファイル（.zip）をダブルクリック

⑤ 「画像」からサムネイルに使用したいファイルを選択
⑥ 「登録する」をクリック
※登録まで終わると、科目一覧に表示されます

5

3

2

1

4

6

6´

親サイト作業 SCORM教材

表示される
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【ちょっと休憩】＂リスト表示＂とは？
リスト表示はサムネイル設定しなくても見栄えが良く、一覧表示できる為、教科・科目・教材が多い時はこちらが見やすいです

1

グリッド表示かリスト表示か
初期設定を変更できる

① 教科一覧がサムネイルで表示された状態から、

リスト表示する「 」をクリック

② リスト一覧で表示される。

リストで表示された状態からグリッド表示する「 」をクリックすると

再びサムネイルで表示

※メニューの「サイト管理」から「サイト設定」を選択して、

表示設定の「教科/科目/教材一覧デフォルト表示」から、

グリッド表示／リスト表示を選択し、初期設定の変更も可能です

グリッド表示

リスト表示

切り替え
可能

2
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①『教材の管理』＞『教科』を選択すると、
中に『科目』が入っています。
『科目』単位で、子サイトに共有が可能です。

②科目の右下
『≣（メニュー）』をクリックします。

1 ２

② 科目を子サイトへ共有／親サイトから、子サイトに教材を共有するには

親サイト作業 子サイト共有（１つのサイト）



Copyright  ©SATT, Inc.

https://satt. jp

③『共有』をクリック
④共有したいサイトを選び、『更新』ボタンをクリックします。

３

４

② 科目を子サイトへ共有／親サイトから、子サイトに教材を共有するには

親サイト作業 子サイト共有（１つのサイト）
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共有ができました！

子サイトでは、

＊教材の中身を開いたり、
改変したりすることは出来ません。

＊共有された教材を、
子サイトから『割り当て』し、
受講者に配信することで、受講が可能になります。

② 科目を子サイトへ共有／親サイトから、子サイトに教材を共有するには

親サイト作業 子サイト共有（１つのサイト）
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教材の共有は、複数サイトへ、一度に共有する事も可能です。

①教材の管理を押した後、「教科一覧」ページ右上にある
「共有情報のエクスポート」ボタンを押します。

②ダウンロードしたExcel（csv)ファイルを開き、
共有したい科目名の右側に
共有したい子サイトのIDを入力、保存します。

親サイト作業 子サイト共有（複数サイト）

② 科目を子サイトへ共有／親サイトから、子サイトに教材を共有するには（複数）

1

２

★サイトIDとは…
お客様サイトごとに決まっているIDです。URLに記載されています。
https://manabeat.com/サイトID/admin

https://manabeat.com/
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③「教科一覧」に戻り、「共有情報のインポート」ボタンを押します。

④「ファイルの選択」ボタンから、先ほど書き込んだExcel（csv)ファイルを選択し、
登録するボタンを押します。

これで一度に複数サイトへ、教材を共有する事が出来ました！

② 科目を子サイトへ共有／親サイトから、子サイトに教材を共有するには（複数）

3

４

親サイト作業 子サイト共有（複数サイト）
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③子サイト作業
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ ユーザー登録作業について
ユーザー登録作業について説明します。

B：属性登録

例えば…

管理職、派遣社員、

新入社員など

複数登録も可能

グループへの割当では

対応できない、

横断的なユーザーへの

割当に便利です

A：グループ登録

例えば…

営業部、総務部、

総務部の中の人事課など

部署ごとの、

履修状況等を

把握するのに便利です

Ｃ：ユーザー登録

ユーザー情報を

登録します

A・Bで登録した属性とグループを

ユーザーに紐付けると、

管理しやすくなります

ユーザー管理画面から、グループ・属性・ユーザーの登録を行います

※サイト管理者（グループ進捗管理者）にお願いする事前準備とし

て、3点ございます

a) グループ登録

b) 属性登録

c) 教材を受講いただくユーザーの登録
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ユーザーを所属させるグループ（部署等）を、予め作成しておきます。グループの登録画面を表示します。

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ グループの登録（登録画面の表示）

1

2

※予め、ユーザーを所属させるグループ（部署等）を作成します。

・グループは、管理単位となり、また教材を割当てる単位にもなります。

・複数作成することが可能で、
「部」⇒「課」など上下関係を反映することが可能です

① 「ユーザー管理」から「グループ」を選択
② グループ一覧画面が表示されるので、

「グループ新規作成」をクリック

次頁に続く

子サイト作業 事前準備
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ グループの登録（項目の入力）
項目を入力してグループの登録を行います。

3

4

5

6クリック

③④ 「グループ名」に作成したいグループの名前を入力し、
「グループコード」に作成したいグループのコードを入力

※社内にグループコードがある場合には、それを使用すると良いでしょう。
無い場合は、「グループ名」の英訳・ローマ字読みなどがおすすめです

⑤ 親グループを設定する場合、親グループを選択
※親グループを設定することでその親グループの配下にグループを
作成できます。例えば、「部」⇒「課」など可能です

※詳細な選択方法は P.12を参照してください
⑥ 「登録する」をクリック

子サイト作業 事前準備
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1

2

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ 属性の登録 (登録画面の表示)
ユーザーに紐付ける属性を登録するため、属性一覧の画面に移動します。

次頁に続く

① 「ユーザー管理」から「属性」を選択
② 属性一覧画面が表示されるので、「属性新規作成」をクリック

※作成した教材は属性ごとに割り当てることができるので、
運用を考慮した属性を作成してください

例) 部長の人にのみ割り当てたい教材があるから
「部長」の属性を作成

子サイト作業 事前準備
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3

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ 属性の登録（項目の入力）
表示された属性作成画面で、ユーザーに紐付ける属性の登録をします。

※属性は、複数作成することが可能です。
ユーザーへ複数属性を割り当てることが可能です

⇒「グループへの割り当て」では対応できない、
横断的なユーザーへの割り当てに便利です

③ 「属性名」に作成したい属性名を入力
※「管理職」「営業職」や、「新入社員」など
④ 「登録する」をクリック

クリック

4

子サイト作業 事前準備
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ 2種類のユーザー登録方法について
２種類のユーザー登録方法について説明します。

登録した属性とグループをユーザーに紐付けながら、ユーザー登録をします

ユーザー登録には、「a) 一件ずつシステム上で入力し、登録する方法」と「b) CSVファイルで一括登録する方法」

の2つがあります

a) システム上で一件ずつ登録

⇒p.9

システム上で一件ずつユーザー情報を入力し、

新規ユーザーを登録していきます

b) CSVファイルでの一括登録

⇒p.13

現在の登録状況のCSVファイルをエクスポートし、

そのCSVファイルを基に

新規ユーザーを登録していきます

子サイト作業 ユーザー登録
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表示される
1

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (a)一件ずつ登録（登録画面の表示）
ここからはシステム上で一件ずつ登録する方法の説明です。最初にユーザー作成画面に移動します。

①「ユーザー管理」から「ユーザー」を選択すると、ユーザー一覧画面が表示

②「ユーザー新規作成」をクリックすると、ユーザー作成画面が表示

次頁に続く

2

2´

子サイト作業 ユーザー登録（一人ずつ）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (a)一件ずつ登録 （項目の入力）
ユーザー情報を入力していきます。「必須マーク」がついている項目は入力しないと登録できません。

3

4

7

5

6

※赤字は必須入力項目 次頁に続く

③ ログインID

④ 姓・名

⑤ 姓(カナ)・名(カナ)
⑥ メールアドレス・メールアドレス(サブ)

⑦ パスワード ・ パスワード(確認)

※パスワードとパスワード(確認)は、同じパスワードを入力します

③
ログインID
「0」から始まるも
のは不適

社員番号やメールアドレスなど、一意のものを入力してください。

０から始まるIDはCSVで出力した時に０が消えてしまうので不適です。

「S0001」など、先頭に文字をつける等すると良いでしょう。

④ 姓・名 それぞれ名字、名前を入力

⑤
姓 (カナ) ・
名 (カナ) 

それぞれ名字、名前をカタカナで入力

⑥
メール
アドレス

以下の機能を使用するときに入力

■ユーザー新規登録時の、ログインID通知メールの送信

■期限通知メールの配信

※配信には「サイト設定」の「割当期限通知設定」をした上で、

「割り当て」の「割当終了日」を設定する必要があります。

■ログイン画面からのパスワード再発行の申請

⑦
パスワード・
〃 (確認)

半角英数字４文字以上32文字以内で入力
（一部記号も可）

子サイト作業 ユーザー登録（一人ずつ）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (a)一件ずつ登録 （項目の入力）
ユーザー情報を入力していきます。「必須マーク」がついている項目は入力しないと登録できません。

9

10

8

11

12

※赤字は必須入力項目 次頁に続く

⑧ 有効開始日・有効終了日
⑨ 権限
⑩ グループ

※詳細はP.12をご参照ください
⑪ 属性
⑫ 使用言語

⑬ メール送信
※パスワード設定用URLと本人のログインIDを通知するメールを、

新規ユーザーへ送信することが可能です
（チェックを入れて登録すると翌朝9時に送信予約）

⑧
有効開始日

有効終了日
アカウントの使用期限を設定したいときのみ選択

⑨ 権限 「受講者」「管理者」など選択してください

⑩ グループ P.4,5で作成したグループを選択

⑪ 属性 P.6,7で作成した属性を選択

⑫ 使用言語
ユーザーが使用する言語を選択

※サイト設定で登録されている言語から選択可能です。

⑬ メール送信

※パスワード設定用URLと本人のログインIDを通知する

メールを、新規ユーザーへ送信することが可能です。

（チェックを入れて登録すると翌朝9時に送信予約）

※送信には、メールアドレスの入力が必須です。
13

子サイト作業 ユーザー登録（一人ずつ）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (a)一件ずつ登録（グループの展開）
グループは階層構造になっています。深い階層のグループを指定する場合は親グループを展開していきます。
展開するには、以下の手順をお試しください。

14

⑭ グループの枠をクリックした後、

コーナーをクリックして、選択したいグループまで階層を展開

⑮ 選択したいグループのチェックボックスをクリック

⑯ 「選択」をクリック

例)上記の例は「営業第1部」を選択したい場合

16

15

クリック

クリック

クリック

子サイト作業 ユーザー登録（一人ずつ）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（CSVファイルのダウンロード）
ここからはCSVファイルでの一括登録方法の説明です。最初にCSVファイルをダウンロードします。

次頁に続く

① メニューの「ユーザー管理」から「ユーザー」を選択

② 「エクスポート」ボタンをクリック

※CSVファイルがダウンロードされます

1

2

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（項目の入力）

CSVファイルを開くと、既存ユーザーの情報が確認できます。
既存ユーザーの次の行から新規ユーザー情報を入力していきます。

次頁に続く

入力項目は、必須項目と、必須ではない(任意)項目、

2種類があります。

※ログインIDをキーにして情報を登録、更新します。

他にも★印のある列は、入力必須です

登録には1行目の各項目タイトルが必須です。削除しないでください

インポートするCSVは、
･新規登録や情報更新のあるユーザーデータのみのCSV
･全ユーザデータが記載されたCSV

どちらでも構いません。
既存ユーザーの情報に変更があった場合は、そのユーザー情報も更
新されます

新規を作る場合ここから入力

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（項目の入力）
一括登録する場合のユーザー情報です

① ログインID
任意のログインIDを入力 ※「0」から始まるものは不適

例)「00001」→× 「S0001」→〇

② 姓・名 それぞれ名字、名前を入力

③ 姓(カナ)・名(カナ) それぞれ名字、名前をカタカナで入力

④ メールアドレス

以下の機能を使用するときに入力
■ユーザー新規登録時の、ログインID通知メールの送信
※送信には、ユーザー新規登録時に、「ユーザーインポート」画面の「メール送信」に

チェックを入れる必要があります ⇒ P.18

■期限通知メールの配信

※配信には、「サイト設定」の「割当期限通知設定」をした上で、
「割り当て」の「割当終了日」 を設定し、
各ユーザーの「個人情報確認」画面の「メール通知」にチェックが入っている必要があります

■ログイン画面からのパスワード再発行の申請

⑤ パスワード
半角英数字４文字以上32文字以内で入力（一部記号も可）
※既存ユーザーの情報更新の際は、入力無しでも可

※赤字は必須入力項目 次頁に続く

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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※上記①～⑫以外の項目は入力しないでください

一括登録する場合のユーザー情報です

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（項目の入力）

⑥ 権限 「受講者」「管理者」など選択してください

⑦ グループコード

ユーザーをグループに設定する場合は入力必須
そのユーザーが所属するグループのコードを入力
複数指定する場合は、コードとコードの間に「, (半角カンマ)」を入れる
グループコードの確認の仕方は ⇒ P.17

⑧ グループ グループコードに対応したグループ名を入力。なくても登録可能

⑨ 属性 複数登録する場合は属性と属性の間に「 , (半角カンマ)」を入れる

⑩ 有効開始日・有効終了日 アカウントの使用期限を設定したいときのみ選択

⑪ 使用言語 日本語以外を選択したいときは入力 ※未入力だと「日本語」になる

⑫ 備考 備考を入力。なくても登録可能。

※赤字は必須入力項目

次頁に続く

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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1

3

グループコードの確認方法です。グループ一覧画面に移動します

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（グループコードの確認方法）

ここで確認できます

① メニューの「ユーザー管理」から 「グループ」を選択

② コードを確認したい「グループ名」をクリックした後、

表示された中から「詳細」をクリック

③ 表示されたグループ詳細画面の「グループコード」欄を確認

④ 「戻る」をクリック

4

次頁に続く

2

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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6

① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ (b)一括登録（登録の完了）
CSVファイルの入力・作成が終わったら、システムにインポートします

⑤ メニューの「ユーザー管理」から 「ユーザー」を選択

⑥ 「インポート」ボタンをクリックし、「ユーザーインポート」 画面を開く

⑦ 「ファイルを選択」をクリックし、作成したCSVファイルを選択する

⑧ 「登録する」をクリック

※「メール送信」にチェックを入れると、

新規登録ユーザーに対してID通知メール が送信されます

「メールアドレス」が入力されているユーザーのみ対象です

⇒ P.19もご確認ください

5

7

8

子サイト作業 ユーザー登録（複数人）
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① 『ユーザー管理』からユーザー登録/ ユーザー登録後について（「メール送信」を設定した場合）

「メール送信」を設定した場合に、受講者に届くメールとパスワード設定の説明です

パスワードは半角英数字、記号の

いずれか4文字以上で入力します

新規ユーザー登録時、「メール送信」にチェックを入れると、

登録日：翌朝9時を目途に、

各ユーザー宛にIDとパスワード設定用URLがメール配信されます

※各ユーザーに届くメールと、パスワードの設定画面は、

上図のように遷移します

子サイト作業 ユーザー登録後…
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② 『割り当て』から科目の配信／教材の割り当て
割り当て一覧まで移動します

ユーザーに教材を受講させるには、教材の準備に加えて
「割り当て」の作成を行う必要があります

【割り当て】
→グループ・属性・ユーザーごとに、科目単位で行います。

1つの科目に対して複数の割り当てを作成することができます

① メニューから「割り当て」を選択し、教科一覧を表示

② 割り当てたい科目が入っている教科を選択し、科目一覧を表示

③ 割り当てたい科目を選択し、割り当て一覧を表示

※公開してから割り当てても構いませんし、

割り当ててから公開しても構いません

〇教材作成担当が割り当てまでおこない、責任者が確認後、
公開ボタンを押す・・・というような運用も可能です

〇割り当てには開始日を設定できるので、来月の開始日を設定後、
公開ボタンを押しておけば「配信の予約」のような運用も可能です。

（当日の０時にオープンします）

次頁に続く

1
2 3

子サイト作業 教材の配信
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グループ、属性、ユーザーごと、またはそれらの組み合わせで
割り当てを作成します。

条件名 任意のものを入力

グループ
指定したグループに所属するユーザーに教材が
公開される

属性
指定した属性が設定されているユーザーに教材が
公開される

ユーザー 指定したユーザーに教材が公開される

割り当て開始日
割り当て終了日

受講期限を設けたい場合に、その期限を設定する

4

5

② 『割り当て』から科目の配信/ 教材の割り当て

次頁に続く

④ 「割り当て新規作成」をクリック
⑤ 項目を入力し「登録する」をクリック

子サイト作業 教材の配信
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確認

確認

6

7

② 『割り当て』から科目の配信/ 教材の割り当て
作成した割り当てを確認します。

⑥ 作成した割り当てが表示されていることを確認

⑦ 対象ユーザーボタンをクリックし、割り当てたいユーザーが

「割り当て中のユーザー」に表示されていることを確認

※ユーザーが表示されない場合、以下の原因が考えられます

・割り当て作成時に、

グループ、属性、ユーザーを正しく指定できていない

・ユーザー登録時に、属性やグループを正しく指定できていない

子サイト作業 教材の配信
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③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能
受講者の学習状況を確認できます
画面上で確認することもできますが、CSV形式でシステムからエクスポートすることもできます

1

2

3

47

① メニューから「レポート」を選択
② タブを選択し、見たいレポートの種類を選択
※4つのレポートを確認することができます
・「科目/教材」ごとの受講レポート
・「ユーザー」（受講者）ごとの受講レポート
・「回答内容」の詳細
（最小単位の学習データ。全体では非常に巨大なデータになります）

・「アンケート」集計結果の確認
③ ②で選んだレポートデータを、教科や科目、科目種別

ユーザーのグループや属性、学習ステータス等で
自由に絞り込んで確認

④ レポートデータをCSV形式で取得したい場合は、
「 」をクリックし、表示される「エクスポート」をクリック

4

子サイト作業 レポートの確認
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教科

グループ

科目

属性

絞り込みの条件を決める場所

ステータス 合否

結果が表示される場所

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

レポート画面の基本操作です。

子サイト作業 レポートの確認

科目種別

キーワード

アカウントの有効性
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③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

結果については、以下が確認可能です。

①科目／教材ごと ②ユーザー（全体・科目ごと・教材ごと）

③回答内容 ④アンケート（集計結果）

①科目／教材全体の
進捗を見る事が出来ます

②ユーザー一人一人の
進捗を見る事が出来ます

③テスト・アンケ―トに、
“誰が”、“何と回答したか”が見れます

④アンケートの
“集計結果”が見れます

Csvで
ダウンロード

子サイト作業 レポートの確認
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Click！

Click！

特定の科目のレポートを見たい場合は、まずは教科を選択します。（例：国語総合）
すると、結果が表示される場所に、「教科：国語」だけが絞り込まれて表示されます。

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

子サイト作業 レポートの確認
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Click！

Click！

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

更に「科目で絞り込み」で「科目：国語総合」をクリックします。

子サイト作業 レポートの確認
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科目“国語総合”で絞り込めました！

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

子サイト作業 レポートの確認
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Click！

絞り込んだ状態で、ユーザーごとや、
回答内容などの、受講情報を見る事が出来ます。

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

子サイト作業 レポートの確認

Click！
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②

さらに絞り込み、特定の科目の、特定のグループの進捗を見たい場合
①ユーザー⇒科目ごとを押します。
②グループで絞り込みをします。

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

①

子サイト作業 レポートの確認

Click！

Click！

Click！
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①

③

②

①国語（“教科”）の、②国語総合（“科目”）を割り当てされている、

③営業コンサルティング事業部”グループ“のユーザーのみ表示されます。

「属性で絞り込み」も同様の方法でお使いいただけます。

①＋②＋③

③ 『レポート』から受講履歴の確認/ レポート機能（詳細）

子サイト作業 レポートの確認
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Sundai Advanced Teaching Technology

エスエイティーティー株式会社

ラーニングが、経営を変える

LEARNING is BUSINESS,

LEARNING is FUTURE.


